
読者のみなさんからの記事・投稿を募集いたします。みなさんが訴えたいことや知らせたいこと。団体の

行事の予定や近所の出来事などなんでも結構です。下記の場所まで連絡を 
お待ちしております。  ＴＥＬ２３－１５１９ 日本共産党事務所 

ＴＥＬ２４－５０２２ 井之川市議自宅  

ＦＡＸ２２－７５８８   同 上  

 井之川博幸議員は、１０月に桐生市の小学６年生がいじめ 
を苦に自殺した事件をもとに、本市でのいじめなどの現況と 
その対策について質問しました。 
 津久井教育長は、「いじめは、小学校１２件、中学校２件 
の計１４件。そのうち１０件が解決済みで、４件は現在指導 
継続中で、不登校は、小学校が３人、中学校が１８人、計 
２１人で、７人が適応指導教室に通級している。また、暴力 
行為は１件発生しており、現在自立支援施設において指導・援助をしていただいてい

る。学級崩壊については、ありません。」と答えました。 
 井之川議員は、これらのおきる原因について質すとともに、学校現場において早期

に発見し対応するとともに、解決がむずかしい事例については、けっして隠さず、教

育委員会に報告するとともに、市教育委員会の総力をあげて対応できるシステムづく

りを求めました。 
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 ２０１１年の新春をお健やかにお迎えのことと思います。 

 昨年は参議院選挙の比例区で「大門みきし」さんの３選の

ためにご支援いただきありがとうございました。 

２年前の総選挙で、政権交代が実現し、国民は民主党政権

に大きな期待をもっていましたが、今では「期待はずれ」「裏

切られた」などの声が多く聞かれるようになりました。景気

はいっこうに回復せず、健康保険や介護保険の負担も増える

ばかりです。来年度も法人税減税や沖縄の基地もそのままな

ど、結局、民主党も政権を取ったら、「アメリカいいなり、

財界・大企業いいなり」の政治になってしまいました。 

今の日本を立ち直させるためには、大企業に応分の負担を

させ、労働者の正社員化を図り、庶民減税と福祉・医療を充

実させて国民のフトコロを暖め、内需を拡大する以外にはあ

りません。そして、基地の撤去とアメリカ軍に対する思いや

り予算の廃止、貿易自由化路線の撤回が必要です。 

今年はいっせい地方選挙の年です。沼田市では県議選・市

議選が行なわれます。私たちの活動地域では、井之川博幸市

議が沼田市の「産業の立直しと市民のくらしと福祉を充実さ

せるため」に７期目をめざします。ご支援をよろしくお願い

いたします。 

日本共産党 沼田市議会議員  井之川博幸 

            沼田北部・西部・薄根支部一同 

 つぎに井之川議員は、家族で食事をとる機会や朝食を食べることが減少している社

会状況の中で、「子どもたちにゆたかな給食を」という思いから自校方式を継続・発

展させている高崎市の例などを示し、本市においても現在のセンター方式から自校方

式に転換することを求めました。また、来年度から導入しようとしている財政効率を

優先する調理業務の「民間委託を中止するよう」求めました。さらに、給食費が払え

ない世帯が増加している社会状況の中で、給食費無料化を実施する自治体が出ている

ことを示し、「給食費の無料化」を求めました。 
 津久井教育長は、「自校方式は研究するが、民間委託は準備を進めている。給食費

の無料化はむずかしい。」と答えました。 

 

 ４年ぶりに開催された「赤旗まつり」に参加した 

北部・西部・薄根合同後援会のみなさん 

 

 


